
併せてご覧
ください。10
月末まで視
聴可能です。

昼間小学校では、夏休み明けの子供の体調を考
慮し、授業時数を十分に確保しつつ、 ２学期の始めの１週間は13
時30分下校としました。その期間、教員は児童下校後、学校行事に
向けた自主的なミーティングや研修を行うなど、職員のチームビルディ
ングやスキルアップに注力することができました。

昼間小学校では、クラウドサービスを活用したペーパーレス化による業務改善に取り組んでいます。

「クラウドサービスの活用｣ （東みよし町 昼間小学校）
とくしまの学校における働き方改革通信

～うぇるびーいんぐ～ Vol.33 取組の柱《２》業務改善の更なる推進 ★県内の先進事例

これまで、特別支援学級では、
「紙」の連絡帳でその日の児童
の様子等についてやりとりを行っ
ていました。朝、児童から連絡
帳を預かったあと、必要事項を
手書きで記入し、児童が下校
するまでに手渡す必要がありま
したが、「ほっとのーと」の導入に
よって、いつでも入力ができる
ようになったため、児童と向き合
うことができる時間が増えまし
た。写真やPDFデータなど、保
護者に提供できる情報量が増
えたこともメリットの１つです。

文科省DX戦略アドバイザー坂本良晶さん講演会

会議・研修では、共同編集
機能を用いて資料を共有

「紙がなくなっていく」ことで、教員の「働き方」が変わっていきます。

Google classroomで校務の情報を集約

トピック内に
資料を保存

サーバーの共有フォルダを利用するようなイメージ

学校と家庭をつなぐデジタル連絡帳「ほっとのーと」の導入

会議資料を事前に共有していれば、事前に内容を確認することができ、Web上で事前に協議することができるるため、会議時間の短縮に繋がります。

「Google Workspace for Education」の活用

サービスを通じた学校との「つながり」が
セーフティーネットとして機能します。

資料にコメントする
ことができます。

校務のクラウド化 授業のクラウド化

チャット機能で情報共有

教員・児童との情
報共有に、チャット
機能を活用！
休暇や出張時の
連絡に便利！
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